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今 月 の 表 紙
【朝日小卒業式】
　旅立ちのことばの中で、思い出や感謝の気持
ちを伝える朝日小の卒業生のみなさんです。
　卒業式後のお見送りでは、在校生の「いって
らっしゃい！」に、卒業生みんなが大きな声で
「いってきます！」とこたえました。
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感謝の心と新たな希望を胸に学び舎を巣立つ
　３月、町内の高校・中学校・各小学校の卒業式とこども園の卒園式が行われ、子どもたちが
学び舎などを巣立ちました。校長式辞や卒業生代表答辞では、子どもたちが思い出を振り返り
涙する姿も見られました。また子どもたちは、家族や先生、お世話になった人に感謝の思いを
伝え、恩師や仲間、学び舎に別れを告げました。

　県立只見高校の卒業式は３月１日に行われ、２４人（内 山村教育留学生９人）が卒業を迎えました。
式では、清野浩幸校長から卒業生一人一人に卒業証書が手渡されました。在校生を代表し、吉津瑞希さん
が卒業生に送辞を送りました。卒業生を代表し新國夢萌さんが家族や先生、後輩、そして同級生に感謝を
伝えました。
　また、卒業式前日には山村教育留学生の送別式が行われ、卒業を迎えた９人が只見町での３年間を通し
て感じたことや、家族・友人・寮関係者などへの感謝を述べました。

▶
在
寮
生
と
記
念
撮
影
し
た
卒
業
を
迎
え
た
山
村

教
育
留
学
生

▶
只
見
高
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん

　只見中学校の卒業式が３月１３日に行われ、１８人が学び舎に
別れを告げました。式では、入谷校長から卒業生全員に卒業証書
が手渡されました。
　卒業生答辞は渡部悠希さんが代表を務め、保護者や先生への感
謝とともに「只見中を盛り上げながら、全力で学校生活を楽しん
でください」と後輩たちにメッセージを述べました。▲答辞を述べる渡部さん

▲卒業式を迎えた生徒たち ▲卒業証書を受け取る生徒

只見高校・卒業式

只見中学校・卒業式
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卒業式・卒園式令
和
７
年
度

　３月２３日、町内各小学校の卒業式が行われ、只見
小７人・朝日小１２人・明和小９人がそれぞれ卒業を
迎えました。
　朝日小学校では、卒業生全員が神田校長から卒業証
書を受け取りました。卒業生の別れの言葉では、６年
間の思い出とともに後輩や先生、保護者に感謝の言葉
が述べられました。

▶
明
和
小
学
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん

　ぶなのもりこども園の卒園式は３月２５日に行われ、２２人
の園児が卒園しました。
　証書を受け取った園児たちが保護者に向けて「パパ、ママ、
いつも楽しく遊んでくれてありがとう！」など感謝の思いを伝
えました。最後は、花束を手に１人ずつ立派に退場し、保護者
の皆さんが子どもたちの成長を肌で感じる卒園式となりました。

小学校・卒業式

こども園・卒園式

▶
朝
日
小
学
校
卒
業
生
の
み
な
さ
ん

▶
卒
園
し
た
園
児
た
ち

▶
只
見
小
学
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん

▶
思
い
出
発
表
も
し
ま
し
た

▲卒園証書を受け取る園児
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　第５３回只見ふるさとの雪まつりに合わせ開催されたフォトコンテストは、昨年よりも
多くの作品の応募をいただき、応募総数９０点から９点が入賞しました。ご参加いただい
た皆様、誠にありがとうございました。

第53回只見ふるさとの雪まつり

フォトコンテスト入賞作品紹介

「福が舞う」大島様（会津若松市）
只見

町長賞
審査員
特別賞

「祭りは楽しい!」
� 佐藤様（西郷村）

優秀賞 優秀賞

「
縁
結
び
の
花
よ

 

八
十
里
を
越
え
て
咲
き
誇
れ
」

�

髙
橋
様（
宮
城
県
）

「光彩陸離」
� 長谷部様（只見町）

「雪まつりの
　 人気者集合！」
� 横田様（只見町）

「子供たちの胸に刻まれる
� ふるさとの風景」
� 鈴木様（埼玉県）

「炎に託す祈り」
� 木村様（東京都）

「只見の冬空を彩る」
� 佐藤様（国見町）

入選 入選 入選 入選 入選

「
い
そ
が
な
く
っ
ち
ゃ
」

�

佐
山
様（
会
津
若
松
市
）
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ミニ雪像コンテスト作品紹介！
　雪まつりに合わせて、町内各地でミニ雪像が作成され、雪まつりなどに来町された方を
お出迎えしました。作成いただきました皆様、本当にありがとうございました。
　ミニ雪像コンテストに参加された力作の中から入賞作品をご紹介します。

最優秀賞 優秀賞

優秀賞

「只見の冬を楽しもう～！」�
� 吉津明様（長浜）

「『パンダ』ここにいるよ」�
� 横山家様（小林）

「ぶなのもりの雪だるまの家族」�
� ぶなのもりこども園様（黒谷）

入賞

入賞 入賞 入賞 入賞

入賞 入賞 入賞

「うまれたよ‼�
�2026年うまれのうま」
� 岩佐乃杏・朱乃様（黒谷）

「
私
た
ち
が
作
っ
た�

�

雪
だ
る
ま
見
て
け
や
れ
‼
」

�

只
見
中
学
校
生
活
文
化
部
Ｂ
様（
黒
谷
）

「猫じゃない招き犬」�
� 只見中学校生活文化部Ａ様（黒谷）

「しおさわのフクロウ（不苦労）」�
� しおの里サロン様（塩沢）

「ユニコーンの子供」�
� 杉浦尚幸様（只見）

「３匹の熊」齋藤猛様（大倉） 「国道２８９号八十里越」�
�舘ノ川集落活性化委員会様（舘ノ川）

「今年は午年です！」�
� 蒲生区様（蒲生）
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町債
574,900

分担金
　及び負担金
911

使用料
　及び手数料
35,399

繰入金
1,535,977

その他の
　自主財源
166,666譲与税・交付金

168,384

地方交付税
2,680,400

国庫支出金
264,893

県支出金
268,579

一般会計
歳入合計

6,500,000
千円

町税
803,891

これが只見町の予算です
　

令
和
８
年
度
予
算
は
、
第
八
次
只
見
町
振
興
計
画
に
示
し
た

町
づ
く
り
の
理
念
、
基
本
的
施
策
に
基
づ
き
、
地
域
の
社
会
経

済
的
な
発
展
を
目
指
し
、
各
種
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
６５
億
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
２

億
１
，０
０
０
万
円
、
３
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
特
別
会
計
の
合
計
額
は
２１
億
１
，６
４
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
と
合
わ
せ
た
令
和
８
年
度
予
算
総
額
は
８６

億
１
，６
４
０
万
円
で
す
。

　

歳
入
は
、「
依
存
財
源
」（
国
や
県
か
ら
入
る
お
金
）
が
６０
・
８

％
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
地
方
交
付
税
の
割
合
が
最
も
高
く
、

歳
入
全
体
の
４１
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
主
財
源
」（
町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
お
金
）
で

は
、
繰
入
金
が
歳
入
全
体
の
２３
・
６
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

３
億
１
，６
９
５
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
は
歳

入
全
体
の
１２
・
４
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
８
３
９
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
、
前
年
度
比

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の
１４
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、
児
童
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
な

ど
の
安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

次
に
、
総
務
費
の
占
め
る
割
合
が
１３
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
事
、
財
政
、
移
住
交
流
、
企
画
、
情
報
管
理
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
―
ク
、
戸
籍
や
統
計
な
ど
、
他
部
門
に
分
類
さ
れ
な

い
事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　

次
に
、
土
木
費
の
占
め
る
割
合
が
１２
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
に
町
道
・
河
川
の
維
持
管
理
事
業
、
除
雪
機
械
購
入
な

ど
の
克
雪
対
策
事
業
、
町
営
住
宅
の
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
の

経
費
で
す
。

　

次
に
、
公
債
費
の
占
め
る
割
合
が
１１
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
町
債
（
町
の
借
金
）
を
返
済
す
る
た
め
の
元
利

償
還
金
（
元
金
と
利
子
）
で
す
。

　

続
い
て
教
育
費
、
農
林
水
産
費
、
商
工
費
、
衛
生
費
、
消
防

費
、
議
会
費
、
予
備
費
、
災
害
復
旧
費
、
労
働
費
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
令
和
８
年
度
只
見
町
予
算

◆
一
般
会
計　

歳
入

◆
一
般
会
計　

歳
出

65億円

■町税の内訳
町 民 税 1億6,345万2千円
固 定 資 産 税 6億107万6千円
軽 自 動 車 税 1,408万8千円
町 た ば こ 税 2,275万1千円
入 湯 税 252万4千円

町民一人あたりにすると…
３月１日現在人口� 3,555人
■一般会計支出額（使われるお金の額）� 1,828,411円
■町税負担額（納めていただくお金の額）� 226,130円

■歳　入� （単位：千円）
項　目 ８年度 構成比 ７年度 増減率

町税 803,891 12.4% 812,281 -1.0%
地方譲与税 52,384 0.8% 56,348 -7.0%
利子割交付金 300 0.0% 140 114.3%
配当割交付金 1,200 0.0% 1,200 0.0%
株式等譲渡所得割交付金 1,000 0.0% 1,000 0.0%
地方消費税交付金 105,000 1.6% 103,500 1.4%
環境性能割交付金 500 0.0% 5,000 -90.0%
法人事業税交付金 7,000 0.1% 7,000 0.0%
地方特例交付金 800 0.0% 1,000 -20.0%
地方交付税 2,680,400 41.2% 2,680,700 0.0%
交通安全対策特別交付金 200 0.0% 1 19900.0%
分担金及び負担金 911 0.0% 806 13.0%
使用料及び手数料 35,399 0.6% 35,508 -0.3%
国庫支出金 264,893 4.1% 344,117 -23.0%
県支出金 268,579 4.1% 284,934 -5.7%
財産収入 48,850 0.8% 17,281 182.7%
寄附金 33,001 0.5% 28,001 17.9%
繰入金 1,535,977 23.6% 1,219,027 26.0%
繰越金 1 0.0% 1 0.0%
諸収入 84,814 1.3% 102,455 -17.2%
町債 574,900 8.9% 589,700 -2.5%

歳入合計 6,500,000 100.0% 6,290,000 3.3%

■歳　出� （単位：千円）
項　目 ８年度 構成比 ７年度 増減率

議会費 70,796 1.1% 73,045 -3.1%
総務費 855,804 13.2% 848,288 0.9%
民生費 932,642 14.3% 912,794 2.2%
衛生費 610,411 9.4% 508,705 20.0%
労働費 3,285 0.1% 3,644 -9.9%
農林水産業費 663,505 10.2% 864,060 -23.2%
商工費 658,897 10.1% 573,536 14.9%
土木費 808,319 12.4% 717,820 12.6%
消防費 413,149 6.4% 428,258 -3.5%
教育費 678,480 10.4% 589,494 15.1%
災害復旧費 10,413 0.2% 10,413 0.0%
公債費 739,896 11.4% 720,335 2.7%
予備費 54,403 0.8% 39,608 37.4%

歳出合計 6,500,000 100.0% 6,290,000 3.3%
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予備費 54,403 議会費 70,796

総務費
855,804

民生費
932,642

衛生費
610,411

労働費
3,285

農林
水産業費
663,505

商工費
658,897

土木費
808,319

消防費
413,149

教育費
678,480

災害復旧費
10,413 公債費

739,896

一般会計
歳出合計

6,500,000
千円

お金はどこから来て、
どこへ行くの？

令和８年度の主な事業
■つながり協働し合うまちづくり

■健康で共に支え合い住み続けられるまちづくり

■産業育成と賑わい・交流を生み出すまちづくり

■住みやすさを実感できるまちづくり

■学び・スポーツ・文化が結ぶ心つながるまちづくり

□協働と交流による地域コミュニティの維持
	 1,421 万円	 集会施設整備事業
	 912 万円	 集落運営支援交付金
	 631 万円	 地域づくり推進交付金
□自然環境の利活用と保全
	 2,171 万円	 ブナセンター関連事業
	 1,439 万円	 ユネスコエコパーク推進関連事業

□健康づくりと医療の確保
	 634 万円	 特定健診等事業
□健やかに産み育てられる環境の充実
	 6,748 万円	 認定こども園施設整備事業
	 1,300 万円	 子ども医療費無料化事業
	 335 万円	 子宝祝い金事業
□高齢者福祉の充実
	 80万円	 シルバー人材センター推進事業

□次世代へ継承される農業の確立
	 5,148 万円	 農業振興費
	 2,217 万円	 鳥獣被害対策事業
□地域資源を活かした林業の確立
	 1,887 万円	 林業振興費
	 2,715 万円	 薪エネルギー推進事業
□商工業の維持、継業と賑わいの創出
	 3,420 万円	 プレミアム商品券発行事業
	 3,000 万円	 地域経済循環創造事業補助金
	 1,685 万円	 特定地域づくり事業協同組合補助金
□魅力ある観光の推進と交流の拡大
	 11,649 万円	 観光、交流施設指定管理料
	 9,207 万円	 只見スキー場リフト原動機更新工事
	 2,635 万円	 只見線利用促進事業

□環境衛生の充実
	 8,962万円	 只見統合簡易水道整備事業（※事業会計）

	 1,369万円	 集落排水施設施設整備費（※事業会計）

□安心で安全な暮らしづくり
	 660万円	 ハザードマップ更新事業
	 442万円	 消防団機材等整備事業
	 470万円	 交通安全・防犯対策事業
□自然と調和した住環境の創出
	 1,275万円	 空家利活用対策事業
□地域をつなぐ交通体系の整備
	 8,013万円	 道路補修事業
	 5,943万円	 道路新設改良事業
	 4,314万円	 地域公共交通運行事業
□雪との共生
	 2,800万円	 雪まつり実行委員会補助金
	 7,051万円	 除雪機械更新事業
	 1,936万円	 スノーステーション整備事業
	 1,850万円	 高齢者等除雪支援事業

□子どもたちの教育の充実
	 8,496万円	 只見高等学校振興対策費
	 7,927万円	 スクールバス運行費
	 3,146万円	 小・中学校タブレット端末更新事業
	 1,639万円	 学校給食費負担軽減事業
□家庭と地域の教育力の向上
	 2,652万円	 地域学校協働活動推進事業
□心を豊かにする生涯学習の推進
	 627万円	 町スポーツ協会補助金
□歴史、伝統文化の継承と活用
	 2,146 万円	 ただみ・モノとくらしのミュージアム費

一般会計予算総額

■一般会計当初予算額の推移	 （単位：万円）

■特別会計予算� （単位：千円）
会計区分 ８年度 ７年度 増減率

国民健康保険事業特別会計 430,000 447,000 -3.8%

国民健康保険施設特別会計 395,000 327,000 20.8%

後期高齢者医療特別会計 163,000 160,000 1.9%

介護保険事業特別会計 786,000 781,000 0.6%

介護老人保健施設特別会計 320,000 322,000 -0.6%

朝日財産区特別会計 22,400 15,900 40.9%

合　　計 2,116,400 2,052,900 3.1%
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生
活
と
安
全
を
守
る

自
衛
隊
入
隊
者
に
エ
ー
ル

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

次
の
10
年
に
向
け
て

Ｊ
Ｒ
・
県
・
市
町
村
・
事
業
者
が

一
体
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ

地
域
課
題
に
向
き
合
い

解
決
す
る
人
材
を
育
て
る

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
開
催

ふ
く
し
ま
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
ま
る

Ｅ
Ｓ
Ｄ
地
域
成
果
発
表
会

▲「感謝の気持ちを忘れずに頑張っていきたい」と
　意気込みを話した酒井さん

▲協議会の様子

▲学習の成果を発表する子どもたち

　

自
衛
隊
入
隊
の
門
出
を
祝
し
、
厳
し
い

訓
練
な
ど
に
臨
ま
れ
る
方
を
激
励
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
自
衛
隊
入
隊
予
定
者

激
励
会
」
は
３
月
17
日
に
行
わ
れ
、
令
和

８
年
入
隊
予
定
の
酒
井
麗う

る
は

さ
ん
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

酒
井
さ
ん
は
福
島
駐
屯
地
に
着
隊
し
、

約
３
ヵ
月
間
の
教
育
を
受
け
た
後
に
本
人

の
希
望
と
適
正
に
よ
り
職
種
と
所
属
駐
屯

地
が
決
ま
り
ま
す
。

　

只
見
町
か
ら
の
入
隊
者
は
、
過
去
５
年

間
で
酒
井
さ
ん
を
含
め
４
人（
男
性
１
人
、

女
性
３
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
21
回
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
が
３
月
17
日
に
只
見
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報

告
や
令
和
８
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
期
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

管
理
運
営
計
画
（
素
案
）
の
内
容
と
今
後

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
只
見
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
と
し
て
相
応
し
い
令
和
８
年

秋
か
ら
令
和
９
年
夏
に
開
通
予
定
の
国
道

２
８
９
号
八
十
里
越
の
開
通
に
向
け
た
準

備
連
携
体
制
に
つ
い
て
な
ど
の
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
県
・
市
町
村
・
地
元
事

業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
魅
力

発
信
を
す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ふ
く

し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン（
以
下
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
）」
が
４
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
町
内
で
も
特
別
・

関
連
企
画
を
次
の
と
お
り
実
施
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
は
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
只
見
町
Ｅ
Ｓ
Ｄ
地
域
成
果
発
表
会
」

が
２
月
25
日
に
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ

れ
、
町
内
の
小
中
学
生
が
只
見
町
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
や
町
へ
の
提
案
を
発
表
し

た
他
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ
る

電
源
開
発
株
式
会
社
田
子
倉
電
力
所
も
参

加
し
、
電
源
開
発
株
式
会
社
の
役
割
な
ど

を
解
説
し
ま
し
た
。

　

児
童
、
生
徒
た
ち
は
、
笹
ま
き
を
伝
え

る
た
め
に
星
形
に
す
る
提
案
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
報
告
な
ど
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
提
案
に
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

NEWS&FLASH

開催日 名　　称 内　　容 開催場所

6月6日 ただみ羊フェス
羊の肉「マトン」を食べることができるイベ
ントを開催します。

季の郷　湯ら里

要害山　　5月10日
蒲生岳　　6月6日
会津朝日岳　6月13日
浅草岳　　6月27日

只見町 山開きイベント
只見町四名山の山開きに合わせ、登山者を対
象にキャンペーンを実施します。

町内

6月、１０月 芍薬ボランティア
只見町で育てられた薬用芍薬の採集体験をし
ます。

町内

4月～6月
「癒しの森」
山菜採りトレッキング

希少価値の高いブナ原生林を散策しながら、
ワラビなどの山菜をガイドと一緒に収穫体験
します。

森林の分校
ふざわ

５月～１０月末 農業体験 農家や分校の田畑で農業体験します。
森林の分校
ふざわ

５月～
１１月初旬まで

いわなの里（釣り堀）
只見町のきれいな水で育ったイワナを釣り、
食べることのできる施設。竿はレンタル可能
で、初心者の方でも気軽に釣りができます。

いわなの里

５月～１１月 只見町内サイクリング

只見町インフォメーションセンターで自転車
をレンタルし、只見町内をサイクリング。只
見町の美しい景色を見ながらのサイクリング
をお楽しみください。

町内

５月下旬～１１月上旬 恵みの森（沢歩き）
只見町の最奥に位置する天然のブナ林を個性
豊かな案内人がガイド。夏期は沢で水遊びや
滝つぼダイブなどを楽しめます。

森林の分校
ふざわ

６月末
秘境カヤック体験ツアー
in 田子倉湖

田子倉湖にてカヤック体験をします。 田子倉湖
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

文化展示や芸能発表などで地域を盛り上げる
公民館まつりなど開催

消防団活動において個人最高位章を受章
目黒氏「消防庁長官表彰功労章」受章

雪上でスポーツを楽しむ
「TADAMIスノースポーツフェスティバル」開催

　NPO法人ただみコミュニティクラブ
主催の「TADAMIスポーツフェスティ
バル２０２６」が３月８日に開催され亀
岡スポーツパークで開催され、雪上バレ
ーボールと雪上フットサルが行われまし
た。ゲストアスリートに、黄

ファンスギョン

秀京さん、
丸山紗季さん、立谷純太郎さん、佐藤玲
惟さん、佐藤風磨さんが招かれました。
　参加者は、ゲストアスリートと一緒に
雪上でボールを追いかけ、白熱した一日
となりました。

　「朝日いいもの集めちゃった市」（３月８日）、「只見公民館まつり」（３月１５日）、「明和公民館まつり」
（３月１５日）がそれぞれ開催され、冬期講座の作品や、文芸作品などが展示された他、芸能発表、ワー
クショップなどが行われました。

　消防記念日（３月７日）にちなみ開催されている「消
防功労者消防庁長官表彰式」において、目黒邦友氏（只
見）が功労章を受章しました。功労章は、定例表彰の個
人表彰としては最高位の章となります。（受章日時点で
は団長として在職）
　目黒氏は、昭和５５年４月１日から令和８年３月３１
日までの４６年間只見町消防団に在職し、うち平成２８
年からの１０年間は消防団長として尽力されました。よ
り実践的な消防団を目指し、平時の訓練活動に力を入れ
るとともに、団員の負担軽減や新規加入を促進し、消防
団組織の強化に貢献されました。

▲今年も多くの方が参加されました

▲受賞報告に訪れた目黒氏

▲明るい音楽に乗って披露された
　スクエアダンス（只見）

▲梁取神楽を披露した子どもたち（明和）▲成人式の写真で思い出を振り返る
　来場者（朝日）
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�

睦　

子

人
生
に
我
生
き
残
る
冬
の
虹

聖
火
消
え
心
さ
み
し
く
お
く
る
日
々

�

尚　

幸

ふ
き
の
と
う
い
つ
も
の
道
で
虫
探
し

瀬
切
れ
の
場
う
ち
あ
つ
ま
っ
て
栁

や
な
ぎ

鮠は
え

�

礼　

天
井
に
み
ず
か
ぎ
ろ
い
や
客
を
待
つ

鉄
柱
の
雪
間
広
が
る
路ろ

傍ぼ
う

か
な

�

修　

一

愛
で
る
声
河
津
桜
の
八
分
咲
き

ま
だ
硬
く
あ
ち
こ
ち
向
く
や
蕗
の
薹

�

信　

松
山
や
子
規
の
ふ
る
さ
と
春
霞

只
見
川
雪
解
け
水
の
音
高
し

�

都　

袖
丈
は
少
し
短
か
し
入
学
子

大
試
験
ま
ず
は
神
仏
縋す

が

り
お
り

�

味
代
子

残
雪
や
く
り
返
し
読
む
棚
の
本

輝
い
て
た
っ
た
一
輪
福
寿
草

�

一　

恵

春
野
菜
色
良
く
ゆ
だ
り
て
ハ
ミ
ン
グ

吹
き
上
が
る
香
り
一
気
に
フ
キ
ノ
ト
ウ

�

真
理
子

雪
解
け
や
桜
哀
れ
に
折
れ
し
枝

春
眠
や
化
粧
の
手
を
止
め
目
を
と
じ
る

�

目
黒　

富
子

ビ
ー
玉
に
お
は
じ
き
見
れ
ば
目
が
閏
む
遊
び
し
孫
等
我
が
背
丈
越
す

�

関
谷
登
美
子

豪
雪
に
春
め
き
日
な
り
雪
ま
つ
り
祈
願
花
火
や
夜
空
色
ど
り

�

立
花　

奏
音

雪
解
け
の
流
れ
追
ひ
か
け
息
子
ゆ
く
春
の
ひ
か
り
を
手
に
す
く
う
ご
と

�

新
国
由
紀
子

初
ア
イ
ス
冷
た
き
に
驚
く
一
歳
の
孫
は
慌
て
て
エ
ア
コ
ン
付
け
ぬ

�

渡
部
ヨ
リ
子

亡
き
母
に
似
て
き
し
我
を
い
ぶ
し
銀
と
い
ふ
人
あ
る
も
母
越
す
は
難
し

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
三
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
三
月
定
例
会
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電話番号

税

今
月
の
納
期

４
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎ 82-5210
自然首都推進室（ただみ・ブナ
と川のミュージアム）
� ☎ 82-5963
� FAX 72-8356
町民生活課
　町民税務係� ☎ 82-5110
　生活安全係� ☎ 82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎ 84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎ 84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎ 82-5230
　建　設　係� ☎ 82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎ 82-5240
会　計　室� ☎ 82-5120
只見保育所� ☎ 82-2219
認定こども園� ☎ 84-2038
明和保育所� ☎ 86-2249
朝日診療所� ☎ 84-2221
（歯科）� ☎ 84-2612
こぶし苑� ☎ 84-2101
只見公民館� ☎ 82-2141
朝日公民館� ☎ 84-2111
明和公民館� ☎ 86-2111
教育委員会� ☎ 82-5320
学校給食センター� ☎ 84-7180
議会事務局� ☎ 82-5300
農業委員会� ☎ 82-5230

●
固
定
資
産
税
（
１
期
分
）

●
農
集
排
使
用
料
（
４
月
分
）

人
　
事

只
見
町
職
員
人
事

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

●
退
職
な
ど
（
１
月
31
日
付
）

　

▽
保
健
福
祉
課

　
　
　

渡
部　

俊

●
退
職
な
ど
（
３
月
31
日
付
）

　

▽
交
流
推
進
課

　
　
　

増
田　

功

　

▽
教
育
委
員
会

　
　
　

越
智　

め
ぐ
み

●
新
規
職
員
（
４
月
１
日
付
）

　

▽
保
健
福
祉
課

　
　

福
祉
係

　
　
　

目
黒　

美
由
紀

　

▽
保
健
福
祉
課

　
　

保
健
係

　
　
　

佐
川　

し
の
ぶ

　

財
務
省
福
島
事
務
所
で
は
、
借
金
で
お

悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に

応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家

に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳

守
、
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸

金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口

座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

福
島
市
花
園
町
５
－
46

福
島
県
第
二
地
方
合
同
庁
舎

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

８
時
30
分
か
ら
正
午
、
13
時
か
ら
16
時

30
分
ま
で

【
電
話
受
付
】（
相
談
窓
口
専
用
）

☎
０
２
４
－
５
３
３
－
０
０
６
４

相
続
し
た
登
記
さ
れ
て
い
な
い

建
物
の
登
記
に
つ
い
て

　

亡
く
な
っ
た
ご
家
族
や
親
戚
が
建
て
た

建
物
が
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://fksim

aty.or.jp/

）、

か
ら
お
近
く
の
土
地
家
屋
調
査
士
を
探
す

な
ど
し
、
そ
の
土
地
家
屋
調
査
士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
続
を
証
明
す
る
書
類
、

遺
言
書
や
遺
産
分
割
協
議
書
等
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
こ

と
の
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

▽
農
林
建
設
課

　
　

農
林
係

　
　
　

佐
藤　

佑
介

　

建
物
図
面
、
各
階
平
面
図
を
作
成
し
、

建
物
表
題
登
記
を
法
務
局
に
申
請
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

・
福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
７
８
２
９

・
福
島
地
方
法
務
局

　

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
２
０
４
５
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

４
月
２６
日（
日
）

只
見
町
消
防
団
検
閲
式

　
消
防
団
員
が
訓
練
の
成
果
を
披
露
、
消
防
車
両
の
点

検
を
行
う
な
ど
し
、
消
防
団
の
士
気
を
高
め
、
地
域
安

全
に
貢
献
し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
９
時
～

【
場
所
】
只
見
中
学
校
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
役
場
町
民
生
活
課

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
１
０
０
）

５
月
１０
日（
日
）

要
害
山
山
開
き

　
只
見
４
名
山
の
１
つ
要
害
山
の
山
開
き
で
す
。
登
山

初
心
者
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
７
時
～
受
付

【
場
所
】
只
見
線
広
場
（
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
）

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
２
５
０
）

５
月
２４
日（
日
）

只
見
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

　
只
見
駅
周
辺
を
み
ん
な
で
の
ん
び
り
ハ
イ
キ
ン
グ
し

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

【
時
間
】
午
前
９
時
３０
分
～
受
付

【
場
所
】
只
見
線
広
場
（
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
）
集
合

【
申
込
み
】
只
見
公
民
館

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

２
１
４
１
）

　
昭
和
47
年
に
母
・
達
子
さ
ん
が
開
業
し
、

50
年
以
上
に
わ
た
り
只
見
町
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
て
き
た
羽
染
美
容
室
。現
在
は
、

東
京
で
修
業
を
積
ん
だ
娘
の
亜
紀
子
さ
ん

が
お
店
を
引
き
継
ぎ
、
姉
と
と
も
に
明
る

く
温
か
な
美
容
室
を
営
ん
で
い
ま
す
。
笑

い
声
が
絶
え
な
い
店
内
で
、
亜
紀
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
美
容
師
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
〝
こ
こ
を
継
ぐ
〟
と

断
言
し
て
い
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
お

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

羽
染
美
容
室　
代
表　

羽
染
亜
紀
子

店
に
出
入
り
し
て
い
て
、
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
お
客
様
と
お
話
し
し
た
り
す
る
の

が
大
好
き
で
し
た
。
だ
か
ら
将
来
は
こ
の

お
店
を
継
ぐ
と
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
ん
で

す
。
な
の
で
、
東
京
の
美
容
師
学
校
に
進

み
、
東
京
で
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
平
成

14
年
に
姉
と
一
緒
に
只
見
へ
戻
り
、
母
を

含
め
た
３
人
で
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
母
か
ら
私
へ
引
き
継
い
で
４
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
今
も
支
え
合
い
な
が

ら
続
け
て
い
ま
す
」

─
お
店
つ
く
り
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

「
美
容
室
っ
て
、
お
し
ゃ
れ
で
入
り
に
く

い
、
っ
て
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
う
ち
は

真
逆
で
す
。
お
客
様
が
気
軽
に
来
ら
れ
て
、

楽
し
く
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
空
間
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
昼
時
の
お
客
様

に
は
ラ
ン
チ
が
出
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本

当
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ん
で
す
。
お
し
ゃ

べ
り
が
絶
え
な
い
の
も
、
う
ち
の
特
徴
で

す
ね
。
技
術
面
で
は
、
お
客
様
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
講
習
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。
で
も
、

髪
質
や
状
態
を
見
て
提
案
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
客
様
に
と
っ
て
一
番
良
い
選

択
を
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
」

４
月
下
旬
～
５
月

イ
ベ
ン
ト
情
報

─
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

「
姉
と
一
緒
に
商
工
会
女
性
部
に
入
っ
て

い
て
、
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

で
見
か
け
た
と
き
は
、
髪
の
悩
み
で
も
何

で
も
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
」

─
新
た
に
取
組
み
な
ど

教
え
て
下
さ
い
。

「
去
年
か
ら
ヘ
ッ
ド
ス
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。
頭
皮
の
健
康
は
も
ち

ろ
ん
、
育
毛
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
遠

慮
の
い
ら
な
い
美
容
室
な
の
で
、
施
術
中

○
羽
染
美
容
室

住
所
：
只
見
町
只
見
田
中
１
１
７
０
―

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
１
―

82
―

２
５
３
７

カ
ッ
ト
・
カ
ラ
ー
・
パ
ー
マ
は
も
ち
ろ
ん
、

着
物
の
着
付
け
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
予

約
状
況
次
第
で
、
当
日
来
店
も
歓
迎
で
す
。

お
昼
時
に
は
ラ
ン
チ
が
出
る
こ
と
も
あ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
元
気
が
貰
え
る
美
容
室
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
！

も
お
喋
り
し
た

り
笑
っ
た
り
。

そ
ん
な
雰
囲
気

の
中
で
受
け
る

ヘ
ッ
ド
ス
パ
は

心
ま
で
ほ
ぐ
れ

る
と
思
い
ま
す

よ
。
ぜ
ひ
試
し

て
ほ
し
い
で
す
」
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
ご
卒
業
、
ご
卒
園
さ
れ
た
皆
様
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
新
た
な
出
会
い
や
発
見
へ
の
期
待
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
一
歩
一
歩
大
切

に
歩
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
３
月
い
っ
ぱ
い
で
広
報
担
当
か
ら
異

動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
か
ら
始
ま
っ
た
広
報
担
当
で
し

た
が
、
気
が
付
け
ば
町
の
カ
メ
ラ
マ
ン

と
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
６
年
間
で
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
新
担
当
者
が

取
材
等
お
邪
魔
し
ま
す
。
引
き
続
き
広

報
た
だ
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
小
林
）

（２月26日～３月25日届出分）敬称略

転入　９　転出　７　出生　１　死亡　１０

令和８年３月１日現在
人　　口　３，４０４（－７）
　 男 　　１，７０３（－７）
　 女 　　１，７０１（＋０）
世 帯 数　１，４６１（－９）
高齢化率　　　　４８．１％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★暁星

★叫び

� 【著】湊かなえ（双葉社）

� 【著】畠山丑雄（新潮社）

　「ただ、星を守りたかっ
ただけ――」
　現役の文部科学大臣で文
壇の大御所作家でもある清
水義之が全国高校生総合文
化祭の式典の最中、舞台袖
から飛び出してきた男に刺
されて死亡する事件がおき
た。逮捕された男の名前は

　「政と聖」（まつりごと）
を描く芥川賞受賞作。
　聞いて欲しい人が一人お
るんです。早野ひかるは
「先生」に打ちのめされ、銅
鐸と土地の来歴を学び始め
る。ここではかつて罌粟
（けし）栽培と阿片製造が盛
んで、満州に渡って「陛下

永瀬暁、37歳。永瀬は逮捕されたのち、週刊
誌に手記を発表しはじめる。そこには、清水が
深く関わっているとされる新興宗教に対する恨
みが綴られていた。また、式典に出席していた
作家は、永瀬の事件を小説として描く。
　ノンフィクションとフィクション、ふたつの
物語が合わさったとき見える景色とは?

への花束」を編み、紀元2600年記念万博を
楽しみにしていた青年がいた。いつしか昭和と
令和はつながり、封印されていた声が溢れ出す。
　大阪と大陸で響き合う夢とロマン、恋愛政治
小説。

只見公民館

図書紹介
只見公民館図書室

☎82－2141

○只見公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

■おくやみ申し上げます
山　内　登久代　　90歳　　二軒在家
飯　塚　善　二　　97歳　　坂　田
渡　部　昭　江　　89歳　　福　井
吉　津　幸　子　　84歳　　長　浜
新　國　　　守　　89歳　　只　見
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

℡ 0241（72）8355
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只見町の伝統行事

お釈
しゃ

迦
か

様を供
く

養
よう

する涅
ね

槃
はん

会
え

涅槃会に訪れた親子 はなくそ団子

　旧暦の2月15日（今年は新暦で4月2日）、下福井集落の興厳寺では「涅槃会（ね
はんえ）」と呼ばれる伝統行事が行われます。この行事は、お釈迦様が入滅（死去）し
た日にあたり、その供養のためのものです。お寺の中には、お釈迦様の涅槃図（お釈
迦様が亡くなった様子を描いた仏画）がかけられ、その前にお赤飯と煮しめ、団子が
お供えされます。この団子は、「はなくそ団子」と呼ばれ、字では「花供曽団子」と書
きます。花供曽は、仏様への供物を意味する花供御（はなくご）に由来するとされま
すが、お釈迦様の「鼻くそ」とも言われます。団子は直径1㎝ほどと小さく、中には
塩をまぶして蒸された小粒の豆が一粒入っています。気になるこの団子の味ですが、
食べるとほんのりとした塩味と豆の甘味が感じられます。この団子は、魔除けになる
ほか山に持っていくとマムシに噛まれず、道にも迷わないとされます。涅槃会に訪れ
るのは基本的に集落の方達ですが、昔は集落外や町外からもたくさんの人が団子をも
らいに来たそうです。

只見町ブナセンターからのお知らせ
企画展「アリからクマまで－タネをまく動物」
期間：４月４日（土）～１１月30日（月）　　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム
内容：自ら動くことができない植物は、動物の力を借りてタネを遠くに移動させ、子孫を

残してきました。本企画展では、その仕組みなどについて、全国の研究者が解説し
ます。また、大人から子供まで楽しく理解できるよう工夫をしましたので、ぜひ見
学にお越しください。
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